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高月橋下、象の鼻（猿橋溶岩流８０００年前） 高月橋けた下の柱状列石





写真は、河口湖で出
土した貝の化石
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堀内弘英氏ＨＰから引用





大月市の遺跡古墳研究成果の一部（第１回から第２０回ほど実施）





宮谷白山遺跡は、紀元前９０００年前頃からの遺跡
（大月市内で最古の遺跡と言っても過言ではないようです）







縄
文
の
竪
穴
住
居
実
は
土
屋
根
？

平
成
三
十
年
六
月
十
三
日
読
売
新
聞
記
事





勝坂遺跡笹葺住居 勝坂竪穴住居土屋根

勝坂遺跡（約５０００年前の遺跡

ここから出土した土器を勝坂土器（縄文
土器）と言い似た形状を持つ土器を総
称して言う）

この遺跡のある場所は、相模原市下溝
地区と言う場所です。



https://kaz794889.exblog.jp/iv/detail/?s=20268762&i=201308/25/73/f0191673_1323285.jpg
https://kaz794889.exblog.jp/iv/detail/?s=20268762&i=201308/25/73/f0191673_13233999.jpg
https://kaz794889.exblog.jp/iv/detail/?s=20268762&i=201308/25/73/f0191673_13241391.jpg
https://kaz794889.exblog.jp/iv/detail/?s=20268762&i=201308/25/73/f0191673_13251461.jpg


https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Yamamoto_Takeru_no_mikoto_between_burning_grass.jpg












http://sgkohun.world.coocan.jp/archive/index.php/ootuki_nenokami/neno2/


http://sgkohun.world.coocan.jp/archive/index.php/ootuki_nenokami/neno3/










かつて岩殿山全体を法域としていくつもの伽藍を有していた円通寺の別堂・
常楽院の内庵だったお寺です。円通寺は応永年間(1394～1428年)には、修

験道の関東の中心地として栄えました。真蔵院には「七社権現立像」「木造
十一面観音像」が伝えられています。





岩殿山古絵図

http://www.nihonnotoba3.sakura.ne.jp/2010to/iwadono10.jpg


2010/06/13追加：
円通寺跡概要図：下記の写真はこの図の概要を撮影したものである。





宝鏡寺 薬師堂 十二神将像
（鎌倉時代推定）像高70cm前
後 大月市指定文化財

大月市七保町にある宝鏡寺薬師堂
（山梨県指定文化財）

薬師如来は
立像で、ヒ
ノキの一木
造、像高
116㎝とい
うことらし
く、平安期
の像のよう
だ。

https://www.densho-sha.co.jp/topics/wp-content/uploads/2013/02/yakusido1.jpg


『和田合戦図』（二代目歌川豊国画）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Battle_of_Wada.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E5%B7%9D%E8%B1%8A%E5%9B%BD_(2%E4%BB%A3%E7%9B%AE)
https://2.bp.blogspot.com/-zm6xBy3FlX0/Ui_jziGwjkI/AAAAAAAAIgQ/QUmsbbgODTU/s1600/gm+wada+type+z+04.png






聖護院道興歌碑

宮川橋（みやがわはし）

「宮川橋の一目富士」と呼ばれ
旅人に評判であった。この橋を
渡ると中初狩宿に入る。

https://www.jinriki.info/kaidolist/koshukaido/hanasaki_hatsukari/hatsukarishuku/miyagawahashi.html


桂林寺（けいりんじ） 都留市金井
臨済宗妙心寺派。山号は富春山（ふしゅんざん）。本尊薬師如来。開山は格智（かくち）で、永享5年

（1433）没。開基は小山田弥二郎富春で、法名は桂林寺桂堂香公居士（甲斐国志・寺記）。
富春の没年について、「寺記」は天文12年（1551）としているが、「甲斐国志」には「卒年不詳」、「甲斐
国志草稿」には格智と「同時ノ人ナラン」とあることから、その没年には疑問の余地が残る。



福泉寺（ふくせんじ）臨済宗建長寺派／山梨県大月市七保町葛野

石柱の先になだらかなスロープの参道。１３９６年（応永４年創建）

本堂。
本瓦葺き、寄棟造り屋根、平入り。
大棟、降り棟が富士山のシルエットのようです

豪壮な庫裏。
かつては茅葺屋根だったのが、
金属屋根で覆われているようです



https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E6%88%A6%E5%9B%BD%E4%BD%90%E4%B9%85%E9%83%A1.png


大善寺～山梨県で一番古い建造物（ブドウ生産発祥の地）



三人の辞世の句
黒髪の乱れたる世ぞ、果てしなき思ひに消ゆる露のたまの緒 相模(勝頼夫人)
朧(おぼろ)なる月のほのかに雲かすみ、晴れて行くへの西の山の端 武田勝頼
あだに見よ。誰もあらしの桜花。咲きちるほどは春の夜の夢 武田信勝(勝頼嫡子) 

天目山の戦い







甲州道中分間延絵図（第４巻）猿橋宿





（芭蕉甲州谷村へ）

正保元年（１６６４）伊賀上野赤坂で農家であった松尾家の次男として
誕生。
芭蕉は、家にさほどの資産はなかったので、藤堂新七郎家に奉公にでる。

奉公先で、芭蕉は、新七郎家の嗣子良忠（俳名蝉吟）に仕えるようになり、
蝉吟と共に、北村季吟の弟子となり、俳諧の道を歩み出す。

23才の時、仕えていた良忠が死去。芭蕉の人生は大きく狂い、やむを得
ず実家に戻ることになった。２９才の時、江戸に下った。
当時の江戸は多種雑多な人間が集まる新興都市であった。芭蕉は、江戸
の魚屋杉山杉風の庇護を受け、俳諧師となる。俳号を「桃青」とする。

37才の時、性格的に合わず俳諧師の職を辞し、深川に庵を結ぶ。天和２
年（１６８２）の暮れ、芭蕉３９才の時、江戸駒込大円寺から発生した大
火によって芭蕉庵も類焼し、命からがら難を逃れたがこれまで芭蕉を支え
た支援者のほとんども罹災した。丸裸になった芭蕉は、秋元氏家老の高山
傳右衛門（俳号、麋塒＝じび）の招きで谷村を訪れることになった「芭蕉
の弟子」。
天和３年（１６８３）芭蕉は、俳諧の弟子の芳賀一晶と共に、谷村への

旅に出た。この谷村来訪は、芭蕉の有力な弟子であった宝井其角が芭蕉の
追善として編纂した『枯尾華』に「夏の半ばに、甲斐が根にくらして
云々」とあるように、初夏の頃であったとされる。

都留市史 通史編 1996 都留市史編纂委員会

http://www.lib.city.tsuru.yamanashi.jp/contents/history/another/kinsei/pdf_c/c033.pdf


三体の三猿塔のうち、初狩の神戸地区のものは、「作・左甚五郎」という伝承が残されているとのことです。
右側は、元禄１６年（１７０３年）です。左甚五郎（ひだりじんごろう、ひだのじんごろう）は江戸時代初期に活躍したとされる
伝説的な彫刻職人。日光東照宮の眠り猫をはじめ、甚五郎作といわれる彫り物は全国各地に100ヶ所近くある。しかし、そ
の製作年間は安土桃山時代 -江戸時代後期まで300年にも及び、出身地もさまざまであるので、左甚五郎とは、一人では

なく各地で腕をふるった工匠たちの代名詞としても使われたようである。実在の人物として記述している文献も見られる。実
在の人物であり貝塚生まれであるということを実証する資料として西光寺 (香芝市＝奈良県)鳳凰の欄間がある

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BD%AB%E5%88%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E5%85%89%E6%9D%B1%E7%85%A7%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%A0%E3%82%8A%E7%8C%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%A5%BF%E5%85%89%E5%AF%BA_(%E9%A6%99%E8%8A%9D%E5%B8%82)&action=edit&redlink=1


木喰上人自刻像

１８０４年（８６歳の
時）鳥沢に住し、葛
野川筋に１９の作品
を残したと言われて
おります。１８６１年
明治維新

出生から諸国廻国
木喰の生誕地、丸畑地区
1718年（享保3年）、甲斐国東河内領古関村丸畑
（現在の山梨県南巨摩郡身延町古関字丸畑）の名主
伊藤家に生まれる。丸畑は甲斐国南部・河内領に属
する山村で、甲斐・駿河間を結ぶ駿州往還（河内
路）と中道往還を東西を結ぶ本栖路（現在の国道
300号）が通過する。
父は六兵衛で次男。幼名は不明だが、木喰の生涯に
ついては自身の残した宿帳や奉経帳記録や自叙伝で
ある『四国堂心願鏡』、各地に残した仏像背銘など
から、かなり詳細にたどることができる。1731年
（享保16年）、14歳（数え年、以下同）の時、家人
には「畑仕事に行く」と言い残して出奔（家出）し、
江戸に向かったという。
『心願鏡』によれば、1739年（元文4年）、22歳の
時に相模国（神奈川県伊勢原市）の古義真言宗に属
する大山不動で出家したという。「木喰」と名乗る
ようになるのはそれから20年以上を経た1762年（宝
暦12年）、彼はすでに45歳になっていた。この年、
彼は常陸国（茨城県水戸市）の真言宗羅漢寺で、師
の木食観海から木食戒（もくじきかい）を受けた

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:MOKUJIKI_autoportrait.JPG


強瀬の全福寺 （耳塚観音像と説明版）

甲陽鎮武隊が甲府に向う途中に全福寺住職 斉藤一諾斎（秀全）が甲陽鎮武隊に参加。
境内には幕軍同士の戦いで敗戦した幕兵１０数名の耳を弔った耳塚観音が立つ。



大正１２年９月１日 関東大震災発災直後



このアリューシャン列島というのは夏は濃霧、冬は暴風雪が荒れ狂い、世界で最も軍事行動に不向きな場所です。

米軍の反攻を察した大本営は北方の護りを固めるために、アッツ島、キスカ島に対して守備隊の増強を図りますが、米軍による輸送
船の撃沈で思うように輸送できず、アッツ島では約2600人の日本軍で、約20000人の米軍を迎え撃たねばならなくなりました。アッツ守

備隊は北海道第７師団から分派されてきました。守備隊長の山崎保代大佐（都留市出身）は４月１８日にアッツ島に着任します。米軍
は3日間で陥落させる予定でしたが、思いがけない日本軍の大反撃を受け、多くの犠牲を強いられた上で、アッツ島を奪うことができ
ました。日本軍の鬼神にも勝るその奮闘ぶりは、「日本武士道の精粋なり」として、その後の米国やソ連で感銘を受けたといいます。

この戦いは大東亜戦争における日本軍の最初の玉砕であり、５月30日の大本営発表で「玉砕」と初めて表現されま
した。アッツ島の山崎大佐から大本営宛ての最後の電報について、杉山参謀総長は宮中に参内し、陛下に奏上しました。
電文の内容は次のようなものでした｡

「自分は､アッツ島守備の大命を拝し守備にあたってまいりましたが、米国海兵隊三個師団が上陸し、任務を全う出来なくなってしま
いました｡誠に申し訳ありません｡明朝を期して全軍で突入しますが、同時に一切の通信機を破壊し、暗号書は焼却します｡ 皇国の無
窮をお祈りしております」
陛下はこの報告を静かに聞かれ、そしていくつかの質問をされた後､最後に
「アッツ島の山崎部隊長に電報を打て。アッツ島部隊は最後まで非常によくやった。そう私が言っていた、と打て」
「しかしすでに山崎部隊は玉砕した後で、もうこの世にはいません。またたとえ電報を打ったとしても、
通信機も壊されていますから絶対に届くはずがありません」おそれながらもそのように申し上げると陛下は
「届かなくてもいいから、電報を打ってやれ」陛下の御心に触れた杉山参謀総長は、はっとしたその瞬間に涙があふれ出て止まらず､
陛下のお言葉を手帳に書き写すこともできなくなったといいます。

昭和１７年６月、日本軍はミッドウェー作戦の時に

米ソの連絡遮断、敵の航空基地の利用を阻止するために、

日本軍は同時作戦にてアリューシャン列島の

米領土であるアッツ島（守備隊１６００名）とキスカ島（守
備隊６０００名）を攻略し占領します。
山崎部隊長、遺書を残しての赴任であったとのこと

https://blogs.yahoo.co.jp/bonbori098/GALLERY/show_image.html?id=23268166&no=0
https://blogs.yahoo.co.jp/bonbori098/GALLERY/show_image.html?id=23268166&no=1


ポツダム宣言（ポツダムせんげん、英: Potsdam Declaration）は、1945年（昭和20年）7
月26日にアメリカ合衆国大統領、イギリス首相、中華民国主席の名において大日本
帝国（日本）に対して発された、「全日本軍の無条件降伏」等を求めた全13か条から
成る宣言である。正式には日本への降伏要求の最終宣言（Proclamation Defining 
Terms for Japanese Surrender）。
他の枢軸国が降伏した後も交戦を続けていた日本は、1945年8月14日にこの宣言を
受諾し、1945年9月2日に調印・即時発効（降伏文書）に至って第二次世界大戦（太平
洋戦争/大東亜戦争）は終結した。

ソビエト連邦は後から加わり追認した。宣言を発した各国の名をとって、「米英支三国
共同宣言」[1]ともいう。[

1945年8月14日、日本のポツダム宣言受諾を
発表するトルーマン

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:President_Truman_announces_Japan's_surrender.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/1945%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%8826%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E6%B0%91%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%B8%9D%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%BB%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%84%A1%E6%9D%A1%E4%BB%B6%E9%99%8D%E4%BC%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9E%A2%E8%BB%B8%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/8%E6%9C%8814%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/9%E6%9C%882%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E9%99%8D%E4%BC%8F%E6%96%87%E6%9B%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%BA%8C%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E5%B9%B3%E6%B4%8B%E6%88%A6%E4%BA%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%9D%B1%E4%BA%9C%E6%88%A6%E4%BA%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%93%E3%82%A8%E3%83%88%E9%80%A3%E9%82%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9D%E3%83%84%E3%83%80%E3%83%A0%E5%AE%A3%E8%A8%80#cite_note-1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9D%E3%83%84%E3%83%80%E3%83%A0%E5%AE%A3%E8%A8%80#cite_note-2


開戦時の日本首相東條英機 炎上する戦艦アリゾナ

日米開戦時のルーズベル
ト米大統領連合艦隊司令長官山本五十

六海軍大将

B-29 爆撃機

厚木に降り立ったマッカーサー

マッカーサーと昭和天皇の会見写真

広島上空で炸裂した原爆 石段に残った人の影

広島に投下され
た原爆（リトル
ボーイ）

トルーマン自身は生涯、原爆投
下を正当化し、アメリカでは未
だに「戦争を早期終結に導きア
メリカ将兵の命を救った大統
領」という評価が定着している。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Hideki_Tojo.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:USSArizona_PearlHarbor.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E6%A2%9D%E8%8B%B1%E6%A9%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%BE%E3%83%8A_(%E6%88%A6%E8%89%A6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:FDR_in_1933.jpg
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中央本線は鉄道敷設法が公布された明治25年（1892）、東京から塩尻を経由し、名古屋を結ぶ幹線鉄道として計画されま
した。最急勾配は25‰で、中部山岳地帯を通るため、必然的に急峻な山岳越えが強いられます。特に中央東線と呼ばれ
る東京〜塩尻間には長大な笹子トンネルがあり、小仏、初狩、笹子、勝沼、韮崎、新府（しんぷ）、穴山、長坂、東塩尻の9
つのスイッチバック式停車場が設けられ（後年の設置を含む）、初狩は明治41年（1908）7月に信号場として開設。2年後に
駅に昇格しました。

しかし、複線化により、列車が直通できるようになるとスイッチバックは不要になり、電化の際、勾配の本線上にホームを
設け、粘着性能のいい電車のみを発着させることで、中央本線は昭和40年代にほとんどのスイッチバックを廃止しました。
初狩駅も昭和43年10月に旅客ホームを25‰の本線上に設けました（当時の運輸大臣の認可を得た特例）が、同駅には

首都圏路線の軌道のバラスト（砕石）を製造する砕石工場があり、ここから出発する砕石輸送列車のために、スイッチバッ
クの施設が今でも残されています。

駅の佇まいは、ホームが無くなった程度で、スイッチバック時代からほとんど変わっていません。かつて客車列車が機関
車に牽かれ、スイッチバックで行ったり来たり。笹子では名物の「笹子餅」を買って……。そんな中央本線の一昔前の旅姿が
今に甦ります。
●交通 中央本線初狩駅下車 交通新聞社ＨＰから

http://www.toretabi.jp/knowledge/vol13/01.html


市立大月短期大学の正門JR大月駅から徒歩５分、
立地条件に恵まれています

日当たりが良く設備が充実するＣ号館、情報処理、
一般・専門科目、演習や語学など多くの授業がこち
らで行われます

◆感 謝◆

５８年間ありがとうございました。

大月短期大学附属高等学校は、平成２６年３月３１日をもちまして閉校となりました。
これまでのご支援、ご協力に対し厚く感謝申し上げます。

1955 30
市立短期大

学創設

1956 31
市立大月高校開校（普通
科・商業科）

http://www.ohtsuki.ac.jp/wp-content/uploads/2011/08/kosya_seimon.jpg
http://www.ohtsuki.ac.jp/hs/image/image.gif


平成24年８月13日、大月市行願寺にお
いて、大月空襲で犠牲になった

旧制都留中学と都留高等女学校の生
徒・職員等の慰霊法要が行われた。

計画発表後26年を経過した2004年（平成16年）に完成した。相模川水系では最も新
しいダムである。ダムの型式は重力式コンクリートダム、堤高は87.0mである。補助

多目的ダムであり、目的は葛野川流域の洪水調節、葛野川流域の慣行水利権分の
農業用水補給・葛野川の河川流量維持を目的とした不特定利水、及び大月市・上野
原市への上水道供給である。

シオジの森ふかしろ湖と命名された。シオジとはモクセイ科の落葉広葉樹であるが葛
野川流域はシオジの天然林が広く自生している流域でもあった。このシオジは地域の
シンボルでもあり、新たに誕生した人造湖の名称を検討していた際に大月市や水没
住民による組織「深城ダム対策委員会」、さらに流域住民から「シオジ」の名を入れる
よう要請があった。山梨県はこれを受け入れて湖名を決定したという経緯がある

1964 39 第１８回オリンピック競技大会１０月１０日（体育の日）から１０月２４日『東京オリンピック』
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１９７３年１２月中央自動車道完成 路線名・道路名[編集]

高速自動車国道の路線名（法定路線名）としての中央自動車道は、東京都を起点に3
方向に分岐する富士吉田線・西宮線・長野線の3路線から成る。
路線名
起点
重要な経過地
終点
中央自動車道富士吉田線
東京都
杉並区東京都世田谷区三鷹市調布市府中市国立市日野市八王子市相模原市上
野原市大月市都留市山梨県南都留郡富士河口湖町富士吉田市

中央自動車道西宮線
甲州市笛吹市甲府市甲斐市韮崎市北杜市茅野市諏訪市岡谷市伊那市駒ヶ根市
飯田市中津川市恵那市瑞浪市土岐市多治見市春日井市小牧市岩倉市一宮市羽
島市大垣市岐阜県不破郡関ケ原町米原市彦根市東近江市湖南市野洲市栗東市
草津市大津市京都市向日市長岡京市高槻市茨木市吹田市豊中市尼崎市西宮市

中央自動車道長野線
塩尻市松本市安曇野市千曲市長野市



大正期の大月駅
JR駅舎（2012年12月）

1902年（明治35年）10月1日 -国有鉄道中央本線鳥沢駅・当駅間開通と同時に開業。旅客及び貨物の取り扱い開始。
1903年（明治36年）1月17日 -駅前に富士馬車鉄道（後の富士電気軌道）が乗り入れ。
1928年（昭和3年）1月1日 -富士電気軌道が大月・富士吉田間を富士山麓電気鉄道（現・富士急行）に譲渡。
1929年（昭和4年）6月19日 -富士山麓電気鉄道当駅・富士吉田駅間開通。元富士電気軌道の大月 -富士吉田間廃
止。
1984年（昭和59年）2月1日 -貨物の取り扱いを廃止。
1986年（昭和61年）11月1日 -中央線快速電車の一部列車が当駅まで運転区間を延長。
1987年（昭和62年）4月1日 -国鉄分割民営化により、中央本線の駅は東日本旅客鉄道の駅となる。
1990年（平成2年）3月10日 -中央線快速電車の一部列車が当駅から富士急行線に乗り入れ開始。
1997年（平成9年）

10月12日 -大月駅列車衝突事故が発生。
日付不明 - JR東日本の駅が「関東の駅百選」に選定される。選定理由は「丸太を組み合わせ、周辺の山々の中
にとけ込んでいる駅」。なお、富士急行の駅は選定対象にはなっていない。

1999年（平成11年）4月8日 -天皇・皇后およびルクセンブルク大公の山梨県訪問に伴う1号御料車編成のお召し列車
が、当駅から原宿駅間に運転される。EF5861牽引[1]。
2001年（平成13年）11月18日 - JR東日本でICカード「Suica」の利用が可能となる。
2002年（平成14年）10月1日 -開業100周年。大月駅・猿橋駅開業100周年イベント開催。立川・大月間に展望形電車
「四季彩」を使用した「快速大月駅開業100周年号」を運転。
2012年（平成24年）6月15日 -大月駅周辺整備事業による大月駅前広場が供用開始。
2015年（平成27年）3月14日 -富士急行でICカード「Suica」の利用が可能となる。

大月駅の歴史
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明治以降に山梨県で起きた主な水害を調べましょう

年代水害の被害状況
1868年(明治元) ７月釜無川・御勅使川などの大洪水により，中郡を中心に浸水被害。
1876年(明治9) ９月暴風雨により荒川，桂川，釜無川が増水，堤防が計（６７６箇所）で決壊。死者７人。

農作物に大被害。
1878年(明治11) ９月豪雨により笛吹川，富士川などで洪水。堤防決壊（６１箇所）。道路流没1500間。
1881年(明治14) ９月暴風雨により富士川，釜無川，笛吹川などで堤防が決壊，農作物が大被害。
1882年(明治15) ９月豪雨により県下の各河川で洪水，死者・行方不明者６人，堤防決壊（４４１１箇所），
堤防

筋は惨状を極める。
1885年(明治18) ８月暴風により県下各河川が氾濫。死者（２９人）。山岳等の崩壊1900箇所。
1892年(明治25) ７月笛吹川，釜無川，御勅使川流域で大洪水。死者６人。山岳崩壊箇所多数。
1896年(明治29) 9/6～12 台風豪雨により釜無川流域，特に御勅使川流域で大出水。塩川上流では大崩壊が発
生。

死者（３３）人。
1898年(明治31) 9/4～7 滝のような豪雨で県下の各河川が氾濫。北巨摩郡を中心に山岳の崩壊多数。

死者（１５０人）。災害後（赤痢）が流行。
1907年(明治40) 8/22～28 台風により県下全域で河川が氾濫し，未曾有の災害となる。特に日川，重川，御
手

洗川流域で被害甚大。死者（２３３）人。家屋全壊・流出（５７６７）戸。
1910年(明治43) 8/2～17 台風と前線による連日の豪雨で荒川，塩川が大氾濫。

甲府市をはじめ盆地の南部一帯で甚大な被害。死者24人。
1912年(大正元) 9/22～23 台風により中巨摩郡で被害甚大。死者（５０）人。負傷者111人。

農作物や家畜の被害も甚大。
1920年(大正9) 8/2～6 台風豪雨により道志村で日向山が大崩壊。

交通路の途絶で村の通信は対岸と（矢文）で行う。死者14人。
1934年(昭和9) 9/18～21（室戸台風）により県下全域で被害。死者13人。家屋全壊507戸。

農作物被害は25,892haにのぼり，（ブドウ）はほぼ全滅。



1935年(昭和10) ８月台風により死者７人。床下浸水28戸。田畑浸水60ha以上。
9/21～26 台風と前線による記録的豪雨（総雨量４２０㎜）で全県に著しい被害。死者

39人。
各所で堤防・道路の流出・決壊・破損。

1936年(昭和11) 9/26 終夜継続の大雨により（笹子峠）で山崩れが発生，14人が生き埋めとなる。
全県で死者22人。

1945年(昭和20) 10/3～5 前線・台風豪雨により戦時中の樹木過伐で荒廃した山林が各所で崩壊。
土砂倒木の流出で河川が氾濫。死者16人。

1947年(昭和22) 9/13～15（カスリン台風）により笛吹川上流および重川・日川・御手洗川・笹子川流
域

で大被害。死者16人。
1950年(昭和25) ８月豪雨により笛吹川上流部および重川・田草川また南都留郡谷村町で大きな被害。

死者７人。行方不明者１人。家屋浸水1471戸。土木被害７億3000万円。
1959年(昭和34) 8/12～14 台風７号により1907年（明治40年）以来の大被害。特に釜無川・大武川・早
川・重

川で土石流による被害甚大。死者（９０人）。負傷者794人。被害総額314億7300万円
9/24～26 台風15号（伊勢湾台風）により被害が拡大。死者15人。被害総額89億2800万円
1961年(昭和36) 6/23～29 梅雨前線豪雨により東山梨郡の大沢山で崖崩れ，倒木と土砂が西の沢をせき
止め，29

日土石流となって牧丘町（北原地区）を襲い，死者５人。
1966年(昭和41) 9/21～25 前線・台風26号豪雨のため足和田村（根場地区）等で土石流が発生。

死者（１７５人）。被害総額275億円。
1982年(昭和57) ８月台風10号豪雨により大月市浅川地区，秋山村無生野地区で土石流が発生。

早川の氾濫で早川町の一部が孤立。死者７人。
1983年(昭和58) 8月５号・６号と続いた台風の豪雨により大月市，富士吉田市の東部で被害拡大。

道路・鉄道等全交通機関が普通。死者３人。
1991年(平成3) 8/1 台風12号の豪雨で最大日雨量（３９５㎜）。大月市の国道20号で土砂崩壊。死者７
人。

被害総額127億5170万円。
2000年(平成12) 9月秋雨前線と台風14号による大雨で県の中西部に被害集中。床上浸水102棟。床下浸
水525棟。
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年

平成
28年

８月８日、台風５号、賑岡町岩殿午後４時２０分までの１時間
１０４ミリの豪雨、岩殿山幾筋か崩落、道路寸断。大月駅線
路冠水。

今年で没後５０年となる大月市出身の作家、山本周五郎（１９０３～６７年）の生地、
同市初狩町のＪＲ初狩駅前に文学碑が完成し、２７日に除幕式があった。約５０人の
参列者が周五郎をしのんだ。

地元市民でつくる「初狩ファンクラブ山本周五郎研究会」（天野俊一会長）が中心と
なって建立した。地元で採れた自然石の安山岩（高さ約１４０センチ、横幅約７０セン
チ）





これからの大月市をのぞいてみたら
①自然景観良い（観光客誘致＝滞在地としての方法模索）

・ハイキング、魚釣り、簗場での鮎捕りなど、夏場（通年）の観光地として情
報発信する

・冬場は、囲炉裏がある古民家を活用して、体験活動をする。（草鞋つく
り・民話の読み聞かせ等々）

②沢の利用（沢登り、着いたところでのバーベキュー等）

③各山の山頂を繋げてのトレイルラン大会、または山頂においてのキャンプ
体験（夜空の星の観測等）

④休耕田、畑を貸していただいての農業体験活動を年間通して体験して空
き家の年間利用の促進（市商工会、観光課、農協、エコの里等と協働する）

⑤ＮＥＣの工場を中心としてのＩＴ企業活動の会社の誘致をする（働き方改革
＝自宅勤務、サテライト勤務、会社に出勤しないでの勤務も可能＝通勤時
間の短縮・市内に住んでいる親御さんの近くで生活をしてもらうように、息子
さん、娘さんを駅周辺の空き家に戻っていただくように働きかける）

⑥福祉に力を入れて高齢者に優しい町（自助）と、支え合い（近所）と、助け
合い（協働）の街作りを実践していく（空き家を活用して、田舎生活を希望し
ている方に借りていただく）安全、安心な街（支えあい・助け合い・もたれ合
い＝三愛の街つくり）何とかしたいですね。



大月市は、人口減少地区県内最大手とのこと、これを返上するには、皆
さん大月市の良さを、情報発信し他地域の方や、本地区の生活者の皆様
に伝えて行きませんか。その為には、大月市全体を良くしようと、市民
一丸となって考え、身近で、一人でも取り組めるところから実行してい
くことが、大事であると思います。
例えば、
①子供が小さい時から、家庭で言って聞かせる。その為には、自分達が
大月市の政治・経済、歴史、伝統・文化を知る。
②夏休み、冬休みに子ども、孫達が返ってきたら、①のことをしっかり
と聞かせてその場所に連れて行ってやる。
③昔は、囲炉裏端で爺が、茶碗酒（？）でも飲みながら、いろいろ話し
てやった。今は、テレビを消し、ゲームもさせずに、爺婆の話を聞かせ
て、ご先祖があるから今がある、命の連続性（埼玉県のある小学校６年
児童０歳児から２歳児までの乳幼児と母親らと触れ合う）を話してやる。
④子どもには、生まれ故郷を大事にしてな、孫にはこの場所（爺達が住
んでいる場所）は、こんなに良い所だぞ、と言って聞かせ、見せて故郷
回帰の心を育てる
このようなことが大事だと、勝手に思いました。ご清聴ありがとうご
ざいました。


